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四半期連結損益計算書

連結子会社数 200社（前期末比129社増） 持分法適用会社数 13社（前期末比7社増）

（単位：百万円,％）
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2022/3期

第3四半期

2023/3期

第3四半期
増  減  増 減 率 増  減  要  因

508,766 1,117,658 608,892 119.7 　「セグメント別業績」参照

3,911 46,679 42,767     － 　「セグメント別業績」参照

27,698 19,138 △ 8,559 △ 30.9

うち持分法による投資利益 15,449 8,428 △ 7,020 △ 45.4

7,806 9,371 1,564 20.0

うち支払利息 5,648 6,499 850 15.1

23,802 56,446 32,644 137.1

40,319 52,966 12,646 31.4
段階取得利益　47,536

固定資産売却益　△20,360

負ののれん発生益　△10,863

7,637 4,265 △ 3,372 △ 44.2

50,799 89,321 38,522 75.8

経常利益

特別利益

特別損失

親会社株主に帰属する四半期純利益

営業外費用

営業収益

営業利益

営業外収益



決算ポイント（営業収益）

前年同期の緊急事態宣言発出に伴う外出の自粛や店舗休業等の反動増に加えて、経済活動の正常化が進み人
流も増加したほか、持分法適用関連会社であった近鉄エクスプレスを株式公開買付けにより連結子会社としたため、
連結全体で増収

（単位：百万円）
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508,766

1,117,658
+23,188

△ 19,646

+497,471 +10,517

+92,915 +5,979

△ 1,533

2022/3期

第3四半期

運輸 不動産 国際物流 流通 ホテル・

レジャー

その他 調整 2023/3期

第3四半期



決算ポイント（営業損益）

（単位：百万円）
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前年同期に一部のオフィスビル等の証券化を行った不動産業を除く各セグメントで損益が改善したほか、近鉄エクスプ
レスの連結子会社化により、連結全体で増益

3,911

+10,527

△14,193

+14,928
+3,133

+25,430 +1,467 ＋1,472

46,679

2022/3期

第3四半期

運輸 不動産 国際物流 流通 ホテル・

レジャー

その他 調整 2023/3期

第3四半期



セグメント別業績
（単位：百万円,％）
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増  減  増 減 率

営業収益 117,272 140,461 23,188 19.8

営業損益 △ 463 10,064 10,527     － 

営業収益 133,596 113,949 △ 19,646 △ 14.7

営業損益 26,713 12,520 △ 14,193 △ 53.1

営業収益 － 497,471 497,471     － 

営業損益 － 14,928 14,928     － 

営業収益 137,629 148,146 10,517 7.6

営業損益 △ 2,776 357 3,133     － 

営業収益 125,322 218,238 92,915 74.1

営業損益 △ 18,659 6,770 25,430     － 

営業収益 20,486 26,465 5,979 29.2

営業損益 1,356 2,824 1,467 108.2

営業収益 △ 25,540 △ 27,074 △ 1,533

営業損益 △ 2,259 △ 786 1,472

営業収益 508,766 1,117,658 608,892 119.7

営業損益 3,911 46,679 42,767     － 
 　連     結

2022/3期

第3四半期

2023/3期

第3四半期

　 運     輸

　 不 動 産

 　流     通

 　ホテル・レジャー

 　そ の 他

 　調     整

　 国際物流



運 輸

≪鉄軌道≫
• 前年同期の緊急事態宣言発出に伴う出控えの反動増に加えて、行動制限の緩和で人流が増加したこと等により増収増益

(

主
な
内
訳)

（単位：百万円,％）
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2022/3期

第3四半期

2023/3期

第3四半期
増  減  増 減 率

　営業収益 117,272 140,461 23,188 19.8

鉄軌道 80,262 94,937 14,674 18.3

バス 18,237 22,671 4,433 24.3

タクシー 5,969 7,017 1,048 17.6

鉄道施設整備 8,925 10,976 2,051 23.0

その他運輸関連 10,208 13,851 3,643 35.7

調整 △ 6,330 △ 8,993 △ 2,662

　営業損益 △ 463 10,064 10,527     － 

鉄軌道 1,642 8,336 6,693 407.4

バス △ 807 943 1,750     － 



近畿日本鉄道㈱ 個別業績
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2022/3期

第3四半期

2023/3期

第3四半期
                      増  減 増 減 率(％)

83,637 100,349 16,712 20.0

80,262 94,937 14,674 18.3

75,953 90,379 14,426 19.0

45,424 59,017 13,592 29.9

30,528 31,362 833 2.7

4,309 4,557 247 5.8

3,374 5,412 2,038 60.4

1,566 9,048 7,482 477.7

△ 1,981 5,557 7,538 ー

348,416 379,917 31,501 9.0

120,015 143,248 23,233 19.4

228,401 236,669 8,268 3.6

その他事業

経常損益 （百万円）

〈収支〉

〈運輸成績〉

営業収益 （百万円）

運輸雑収等

輸送人員 （千人）

鉄軌道事業

旅客収入

定期外収入

定期収入

定期外

定期

営業損益 （百万円）



2022/3期

第3四半期

2023/3期

第3四半期
               増  減 増 減 率

　営業収益 133,596 113,949 △ 19,646 △ 14.7

不動産販売 39,144 53,584 14,440 36.9

不動産賃貸 69,778 33,375 △ 36,403 △ 52.2

不動産管理 27,843 29,712 1,868 6.7

調整 △ 3,170 △ 2,722 447

　営業損益 26,713 12,520 △ 14,193 △ 53.1

不動産販売 2,746 3,152 405 14.8

不動産賃貸 23,166 8,529 △ 14,637 △ 63.2

不動産

(

主
な
内
訳)

≪不動産販売≫
• マンション分譲戸数が増加したため増収増益

≪不動産賃貸≫
• 前年同期に一部のオフィスビル等を証券化したことの反動減や、ホテル資産の売却により賃貸収入が減少したため、減収減益

（単位：百万円,％）
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国際物流
（単位：百万円,％）

• 7月より近鉄エクスプレス（KWE）を連結子会社化したことに伴い、国際物流セグメントを新設
• 第3四半期実績はKWEの7～12月(12月決算会社のAPLLは7～9月)の数値。営業損益(14,928)にはのれん償却費を含む

(

主
な
内
訳)

2022/3期

第3四半期

2023/3期

第3四半期
増  減  増 減 率

【参考】KWE連結決算
(2022.4～12)

　　営業収益 － 497,471 497,471     － 867,564
日本 － 150,983 150,983     － 230,916
米州 － 73,132 73,132     － 110,999
欧州・中近東・アフリカ － 40,027 40,027     － 62,818
東アジア － 113,634 113,634     － 182,481
東南アジア・オセアニア － 82,845 82,845     － 132,174
APLL － 66,534 66,534     － 193,802
その他 － 3,083 3,083     － 4,595
調整 － △ 32,769 △ 32,769     － △ 50,223

　　営業損益 － 14,928 14,928     － 35,143
日本 － △ 635 △ 635     － △ 44
米州 － 11,562 11,562     － 16,835
欧州・中近東・アフリカ － 3,795 3,795     － 6,136
東アジア － 619 619     － 5,508
東南アジア・オセアニア － 329 329     － 1,075
APLL － 2,002 2,002     － 5,125
その他 － 15 15     － 503



2022/3期

第3四半期

2023/3期

第3四半期
増  減  増 減 率(％)

【参考】KWE連結決算
(2022.4～12)

〈収支〉

営業収入 (百万円) － 497,471 － － 867,564

航空貨物輸送 － 238,922 － － 380,470

海上貨物輸送 － 155,527 － － 277,510

ロジスティクス － 78,298 － － 172,443

営業総利益 (百万円) － 54,143 － － 104,052

営業利益 (百万円) － 14,928 － － 35,143

〈物量〉

航空輸出重量 (千トン) － 327 － － 503

海上輸出物量 (千TEU) － 312 － － 526
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国際物流 業績内訳

≪国際物流≫
• 新規連結による増

(

主
な
内
訳)



2022/3期

第3四半期

2023/3期

第3四半期
                  増  減 増 減 率

　営業収益 137,629 148,146 10,517 7.6

百貨店 68,877 76,703 7,825 11.4

ストア・飲食 68,980 71,443 2,462 3.6

調整 △ 228 － 228

　営業損益 △ 2,776 357 3,133     － 

百貨店 △ 2,669 △ 423 2,246     － 

ストア・飲食 △ 107 780 887     － 

流 通

≪百貨店≫
• 前年同期の緊急事態宣言下における休業の反動増に加え、外商売上が好調に推移したため増収、損益改善

≪ストア・飲食≫
• 駅ナカ店舗やレストランでも利用客が増加したため増収、利益計上

(

主
な
内
訳)

（単位：百万円,％）
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2022/3期

第3四半期

2023/3期

第3四半期
　　　　   　  　　増  減 増 減 率

　　営業収益 125,322 218,238 92,915 74.1

ホテル 15,561 22,448 6,887 44.3

旅行 104,944 188,416 83,472 79.5

映画 2,188 2,488 300 13.7

水族館 2,628 4,884 2,255 85.8

調整     －     －     － 

　　営業損益 △ 18,659 6,770 25,430     － 

ホテル △ 10,645 △ 3,042 7,603     － 

旅行 △ 7,758 8,518 16,276     － 

水族館 △ 379 1,144 1,524     － 

ホテル・レジャー

≪ホテル≫
• 行動制限が緩和され人流が回復したことや、10月より実施された全国旅行支援の効果もあり

宿泊等の需要が増加したため増収、損益改善
≪旅行≫
• 全国旅行支援等を活用したツアーの販売だけでなく、引き続き旅行業以外の業務受託に注力したこと等により増収、利益計上

(

主
な
内
訳)

（単位：百万円,％）
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各事業の月別推移（平年比）

運輸

≪鉄軌道≫
• 比較年度（2019年）の9、10月は消費税増税の影響あり

※ 12月の定期については「収益認識に関する会計基準」等の影響を除くと △15.4%

△ 13.9%
△ 11.9%

△ 13.8%
△ 10.6%

△ 14.9%

△ 31.2%

△ 10.2%
△ 11.3%

△ 4.3%

△ 14.1%

△ 26.4%

△ 21.7%△ 19.6%△ 20.7%

△ 25.8%

△ 30.8%

△ 11.7%

△ 16.5%
△ 14.6%

△ 17.6%

△ 31.7%

△ 26.2%

△ 22.5%
△ 25.5%

△ 30.6%

△ 30.5%

△ 12.5%

△ 18.9%△ 18.7%
△ 19.3%

△ 40%

△ 20%

0%

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月

鉄軌道旅客収入対平年比
定期

合計

定期外

2022 △13.9% △11.9% △13.8% △10.6% △14.9% △31.2% △10.2% △11.3% △4.3% △14.1%

2021 △12.6% △15.8% △18.2% △12.6% △16.9% △33.9% △13.0% △14.8% △4.5% △15.7%

2022 △31.7% △26.2% △22.5% △25.5% △30.6% △30.5% △12.5% △18.9% △18.7% △19.3%

2021 △49.3% △58.7% △47.3% △37.1% △48.0% △51.1% △29.8% △27.2% △24.9% △37.4%

2022 △26.4% △21.7% △19.6% △20.7% △25.8% △30.8% △11.7% △16.5% △14.6% △17.6%

2021 △38.4% △45.2% △37.4% △29.2% △38.5% △44.8% △24.3% △23.2% △19.2% △30.5%
合計

定期外

定期

※



流通

≪百貨店≫
• 比較年度（2019年）の9、10月は消費税増税の影響あり
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各事業の月別推移（平年比）

△ 18.7%

△ 16.4%△ 17.9%
△ 12.5%

△ 9.1%

△ 17.4%
△ 28.7%

2.4%

△ 6.7% △ 6.5%
△ 10.7%

△ 17.0%

△ 27.7%

△ 48.2%

△ 15.3%

△ 12.8%

△ 29.4%

△ 36.9%

△ 8.3%

△ 16.2%

△ 8.9%

△ 20.6%

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月

△ 60%

△ 30%

0%

30%

百貨店売上高対平年比
2022年

2021年

(速報値)



各事業の月別推移（平年比）

ホテル・
レジャー

≪ホテル≫
• 2021年10月1日に売却して受託事業に移行した8館を含む
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46.5%

50.3% 51.6%

49.3% 49.2%

53.4%

62.8%

76.2%
69.7%

51.8%

23.2%

12.8%

18.6%

30.6% 29.7%
26.0%

39.4%

56.0% 55.9%

33.3%

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月

0%

40%

80%

ホテル平均稼働率
2022年度

2021年度



（単位：百万円）

四半期連結貸借対照表
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　　流動資産 331,569 721,446 389,877 近鉄エクスプレス 355,019

　　固定資産 1,561,947 1,710,287 148,340

1,895,770 2,434,059 538,289

　　流動負債 504,045 803,785 299,740 近鉄エクスプレス 178,584

　　固定負債 969,964 1,128,513 158,549

　　負債合計 1,474,009 1,932,299 458,290

　　純資産合計 421,760 501,760 79,999

　 うち利益剰余金 80,555 165,177 84,621 純利益 89,321　配当金 △4,762

110,812 102,669 △ 8,142

1,895,770 2,434,059 538,289

1,060,088 1,298,147 238,059
近鉄エクスプレス株式取得　158,900

近鉄エクスプレス　113,787

コマーシャルペーパー　△20,000

借入金 707,144 882,241 175,097

社債（コマーシャルペーパー含む） 352,944 415,905 62,961

増 減 要 因

　　資産合計

うちその他の包括利益累計額

　　負債・純資産合計

　　借入金・社債残高

2022/3期
2023/3期

第3四半期
　　　　　　増  減



Ⅱ 2023年3月期 通期業績予想
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連結業績予想

2022/3期

通期実績

2023/3期

通期予想
　　 　　増  減  　　　増 減 率

   直近予想

    (2022年11月公表)
         増  減

691,512 1,600,000 908,487 131.4 1,696,000 △ 96,000

3,864 56,000 52,135     － 56,000 0

30,658 60,000 29,341 95.7 60,000 0

42,755 76,000 33,244 77.8 76,000 0

21,851 8,500 △ 13,351 △ 61.1 8,500 0

7,386 9,000 1,613 21.8 9,000 0　支払利息

　親会社株主に帰属する当期純利益

　持分法による投資利益

　営業収益

　営業利益

　経常利益

（単位：百万円,％）

直近に公表した業績予想からの修正の有無： 有

【修正の理由】
• 国際物流業で航空・海上運賃の正常化等により減収を見込むほか、旅行業でも新型コロナウイルス感染症が収束していない影響を受けて

減収を見込む
• 営業利益以下の各段階利益は、国際物流業が減益となる見込みであるが、旅行業でBPO事業の受託等により増益を見込んでいることも

あり、据え置く
19



お問合せ先

経営戦略部
Tel：06-6775-3478
Fax：06-6775-3467

Mail：ir-info@rw.kintetsu.co.jp


